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67,276人（-76人）  ２月１日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は前月からの増減

男 32,784 人（-42人） 世帯数 28,359世帯
女 34,492人（-34人） 　（+1世帯）



( 2 )

（２００６年・第６２２号）

　

平
成
17
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の

受
付
は
、
２
月
16
日（
木
）か
ら
３
月
15

日（
水
）ま
で
で
す
。

　

申
告
書
や
収
支
内
訳
書
（
青
色
申
告
決

算
書
）は
、
次
の
書
類
等
を
参
考
に
ご
自

分
で
記
載
し
、
出
来
上
が
っ
た
申
告
書

等
は
、
お
早
め
に
郵
送
等
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

 

・『
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
』

 

・『
収
支
内
訳
書
の
書
き
方
』、『
青
色

申
告
決
算
書
の
書
き
方
』（
自
営
業
者

の
方
等
）

 

・『
前
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書

（
控
）』

※
平
成
17
年
分
か
ら
、
老
年
者
控
除
が
廃
止

と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

平成18年度から税金はこう変わる！
　老年者控除の廃止や公的年金等控除額の変更等により今年度と翌年度では税金が大きく変わります。ここでは、69才と68

才の老夫婦２人世帯の税金（所得税･住民税･国保税）について、平成17年度と平成18年度での違いを表にしてご説明します。

《参考例の前提条件》　夫…むつ夫（69才）年金収入　2,500,000円　　　妻…むつ美（68才）年金収入　1,590,000円

　夫の17年度分の控除は、配偶者控除、配偶者特別控除（所得税38万円・住民税33万円）・老年者控除（所得税50万円・

住民税48万円）・社会保険料控除300,000円・基礎控除（所得税38万円・住民税33万円）以外はない。

平成17年度（04年分） 平成18年度（05年分） H17とH18の違い
年
金
所
得
の
計
算

所得＝収入－1,400,000円 所得＝収入－1,200,000円 　年金額に違いはないが、所得計算式が変わったため、

所得が高くなる。よって、(夫 )　1,100,000円　(妻 )　　190,000円 よって、(夫 )　1,300,000円　(妻 )　　390,000円

所
得
税
額
の
計
算

【 課税所得 】＝所得額－所得控除　　【 税　額 】＝課税所得×税率 (10%)－定率減税 (20%)

　計算方法は一緒だが、所得金額が高くなり、また老

年者控除廃止により控除額が減り、結果税額が上がる。

(夫 )　1,100,000円－1,560,000円＝0円

(妻 )　　190,000円－　380,000円＝0円

よって、夫・妻ともに非課税

(夫 )　1,300,000円－1,060,000円　＝240,000円

240,000円×10%　　　＝　24,000円

24,000円－4,800円　　　＝　19,200円

( 妻 )　　390,000円－380,000円　＝　10,000円

　　10,000円×10%　　　　＝　　1,000円

　1,000円－200円　　　＝　　800円

住
民
税
の
計
算

【 所得割 】＝課税所得×税率 (5%)－定率減税 (H17・15%／H18・7.5%) 　　【 均等割 】＝4,000円
　所得税と同じで、所得が上がり、控除が減っている

ため税額は高くなる。

※前年の合計所得金額が 125 万円以下である場合、

　H18と H19において経過措置としてそれぞれ1/3、

　2/3課税となる。むつ夫とむつ美は経過措置対象者

　です。

(夫 )　1,100,000円－1,440,000円＝0円

均等割4,000円のみ

(妻 )　　190,000円－　330,000円＝0円

(夫 )　1,300,000円－960,000円　　＝340,000円

340,000円×5%－1,300円＝　15,700円

15,700円＋4,000円　　　＝　19,700円

( 妻 )　　390,000円－330,000円　　＝　60,000円

60,000円×5%－300円　＝　　2,700円

　2,700円＋4,000円　　　＝　　6,700円

国
保
税
の
計
算

【 所得割 】＝ (所得－330,000円 )×8.39%　　【 平等割 】＝19,900円×人数　　【 均等割 】＝31,600円

　所得が高くなったことにより、所得割が増加し､H17

では国保 2割軽減に該当していたが、H18では軽減非

該当のため、増額となる。

※老年者控除の廃止に配慮するため、H18税制改正で

　措置を講ずる予定。

【夫の所得割】(1,100,000円－330,000円 )×8.39%＝64,603円

【平　等　割】　　19,900円×2人×80%　　　＝31,840円

【均　等　割】　　31,600円×80%　　　　　　＝25,280円

よって、2人での税額121,700円

【夫の所得割】(1,300,000円－330,000円 )×8.39%＝81,383円

【妻の所得割】(390,000円 -330,000円 )×8.39%＝5,034円

【平　等　割】19,900円×2人＝39,800円

【均　等　割】31,600円×1世帯＝31,600円

よって、2人での税額 157,800円

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
の
市
・
県
民

税
の
申
告
相
談
を
２
月
13
日（
月
）か
ら
行

な
い
ま
す
が
、
前
年
の
収
入
状
況
に
お
い

て
次
の
両
方
の
条
件
を
満
た
す
方
に
つ
い

て
は
、
申
告
が
不
要
の
た
め
『
申
告
の
ご

案
内
』を
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

①
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

②
住
民
税
が
非
課
税
の
方
（
65
才
以
上
で

年
金
収
入
が
１
４
８
万
円
以
下
の
方
、
65
才

未
満
で
年
金
収
入
が
98
万
円
以
下
の
方
）

　

こ
の
方
々
は
、
社
会
保
険
庁
な
ど
か

ら
市
に
提
出
さ
れ
る
公
的
年
金
等
支
払

報
告
書
に
よ
り
年
金
額
を
確
認
で
き
る

た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
申
告
を
い
た
だ
く
必
要

確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

　

税
務
署
で
は
、
ご
自
分
で
確
定
申
告

書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
申

告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
誤
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く

だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も

納
め
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
納
め

過
ぎ
の
場
合
に
は
、『
更
正
の
請
求
』（
原

則
と
し
て
法
定
申
告
期
限
か
ら
１
年
以
内
）の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
税
務
署
調
査
部
門
個
人
課
税
担
当

�
22

－

４
９
７
６

年
金
所
得
者
の
市
・
県
民
税
の
申
告

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、『
申
告
の
ご
案
内
』

が
届
か
な
く
て
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
以
外
の
所
得
（
譲

渡
所
得
、一
時
所
得
な
ど
）が
あ
っ
た
場
合
や
、

所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
て
、
扶

養
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
の
追
加
に

よ
り
還
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。
１
月
20
日
発
行
の

市
政
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
巡
回

相
談
会
場
を
確
認
し
、
申
告
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�
22

－

１
１
１
１
内
線
１
８
３
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（２００６年・第６２２号）

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き

お
よ
び
車
検
は
お
早
め
に
！

　

毎
年
３
月
は
、
各
申
請
お
よ
び
検
査

車
両
が
著
し
く
増
加
。
中
で
も
週
末
と

下
旬
に
は
特
に
集
中
す
る
た
め
、
窓
口

や
検
査
場
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
待
ち
時
間
の
短
縮
と
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
手
続
き
を
実
施
す
る
た

め
、
混
雑
す
る
時
間
を
避
け
、
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

軽
自
動
車
車
検
協
会
青
森
事
務
所

�

０
１
７

－

７
３
９

－

６
２
６
８

市
税
務
課
市
民
税
係

�
22

－

１
１
１
１
内
線
１
８
２

軽
自
動
車
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

�

０
１
７

－

７
６
２

－

１
１
５
８

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
の
臨
時
職
員

登
録
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

任
用
は
、
登
録
者
の
中
か
ら
選
考
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

登
録
を
し
ま
す
と
、
４
月
か
ら
任
用

さ
れ
な
か
っ
た
方
で
も
、
そ
の
後
、
短

期
事
業
や
欠
員
の
補
充
等
に
よ
り
必
要

と
な
っ
た
場
合
に
、
臨
時
職
員
と
し
て

任
用
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

勤
務
条
件
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
総
務
課

人
事
係
ま
た
は
各
庁
舎
管
理
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
職
種
〉

 

・
事
務
関
係

 

・
技
能
労
務
関
係（
用
務
員
ほ
か
）

 

・
調
理
師

 

・
保
育
士

 

・
な
か
よ
し
会
児
童
厚
生
員

〈
予
定
人
員
〉

　

各
職
種
と
も
に
若
干
名

〈
申
込
方
法
〉

   

市
指
定
の
履
歴
書
（
市
総
務
課
備
え
）

を
自
筆
で
記
入
し
、
顔
写
真（
カ
ラ
ー
・

縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）を
貼
っ
て
、
市
総
務

課
人
事
係
ま
た
は
各
庁
舎
管
理
課
ま

で
提
出
（
本
人
持
参
）し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
け
の
際
に
、
簡
単
な
面
接
を
行

な
い
ま
す
。

〈
受
付
開
始
日
〉２
月
13
日（
月
）か
ら

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
総
務
課
人
事
係

�

22

－
１
１
１
１
内
線
１
４
４

市
役
所
臨
時
職
員
登
録
者
の
募
集

　

下
北
救
急
医
療
研
究
会
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ま
を
対
象
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
除
細
動
器
）の
使
用
方
法
を
含
む
基

本
的
な
救
急
蘇
生
法
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

講
習
終
了
後
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉３
月
11
日（
土
）午

前
９
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉む
つ
消
防
署
３
階
大
会
議
室

〈
受
講
料
〉無
料

〈
定
員
〉25
名（
先
着
順
）

〈
申
込
受
付
期
間
〉

２
月
13
日（
月
）〜
24
日（
金
）

〈
そ
の
他
〉

　

当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
、
上
履

き
を
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
総
合
病
院
医
事
課

�

22

－

２
１
１
１
内
線
３
３
３
１

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

講
習
会

　

む
つ
総
合
病
院
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
臨

時
的
に
働
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉

　

管
理
栄
養
士
、
ま
た
は
栄
養
士
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
方
。

〈
採
用
時
期
〉平
成
18
年
４
月
以
降

〈
雇
用
待
遇
〉

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
制
度
加
入

年
次
有
給
休
暇
・
特
別
休
暇
あ
り

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
総
合
病
院
総
務
課

�

22

－

２
１
１
１
内
線
３
２
１
１

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー

む
つ
総
合
病
院
臨
時
職
員
募
集

　

去
る
12
月
８
日
、
大
畑
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
大
畑
中
学
校
に
『
世
界
遺
産
の

旅
』な
ど
の
図
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
松
本
会
長
は
、「
生
徒
に
、

こ
の
本
を
読
ん
で
知
識
を
ひ
ろ
め
て
い
た

だ
き
、
本
を
読

む
こ
と
に
慣
れ

て
も
ら
え
た
ら

…
。」と
、
今
後

も
機
会
が
あ
れ

ば
続
け
て
い
き

た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

大
畑
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

大
畑
中
学
校
へ
図
書
を
寄
贈

〈
い
つ
〉３
月
５
日（
日
）

 

　

①
午
前
10
時
〜

 
　

②
午
後
０
時
50
分
〜

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

『
市
長
と
語
る
会
』報
告

 

・
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

報
告
者　

吉　

田　

眞
佐
子

 

・
む
つ
市
子
育
て
支
援
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
者　

工　

藤　

睦　

子
 

・
む
つ
市
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

対
策
に
つ
い
て

報
告
者　

千　

葉　

喜
勢
子

講
演『
男
女
共
同
参
画
』

〜
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
社
会
に
〜

八
戸
短
期
大
学
客
員
教
授

三　

村　

三
千
代　
氏

『
知
事
と
語
る
下
北
半
島
縦
貫
道
路
』報
告

報
告
者　

須　

藤　

恵　

子

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
中
央
公
民
館�

24

－

１
２
２
４

女

性

の

つ

ど

い



( 4 )

議 会 だ よ り
第１８６回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
１
８
６
回
定
例
会
が
、
去
る
12
月
２
日
か

ら
12
月
21
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

36
議
案
（
う
ち
議
員
提
出
５
件
）が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（２００６年・第６２２号）

各
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
３
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
８
日
、
関
係
部
課

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
２
４
６
号
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
異
議
が
あ
り
、
反

対
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
２
件
に
つ
き
ま
し
て
は
全

会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ

れ
ま
し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
議
案
第
２
３
５
号
む
つ
市
長

等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、

次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
18
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
、
市
長
の
給
料
月
額
を
25
％
、

助
役
の
給
料
月
額
を
20
％
、
収
入
役
、

公
営
企
業
管
理
者
お
よ
び
教
育
長
の
給

料
月
額
を
15
％
減
額
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
４
６
号
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
は
『
む
つ

来
さ
ま
い
館
』、『
む
つ
下
北
観
光
物
産
館
』

お
よ
び『
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
』の
３
施

設
の
管
理
を
行
な
う
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
公
募
を
し

た
と
こ
ろ
、
２
業
者
が
応
募
し
て
き
た
。

　

業
者
選
定
の
た
め
、
助
役
を
委
員
長

と
す
る
6
回
の
選
定
委
員
会
を
開
催
し

た
他
、
学
識
経
験
者
に
も
財
政
状
況
等

を
見
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
む
つ
商
工

会
議
所
に
決
定
し
た
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
は
次
の

よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
識
経
験
者
か
ら
ど
う
い
う

意
見
が
出
た
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
は
商
店
会
の
取
り
ま
と
め

を
す
る
一
団
体
が
指
定
管
理
者
と
な
る

の
に
は
問
題
が
な
い
か
、
3
年
間
様
子

を
見
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
物
産
公
社
に
は
、
市
が
途
中

で
管
理
運
営
費
を
上
げ
た
経
緯
が
あ
る

が
、
今
回
の
場
合
の
見
通
し
は
ど
う
な
の

か
、と
の
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
か
ら
は
、

指
定
管
理
料
は
、
３
年
間
変
更
し
な
い
。

光
熱
水
費
が
実
際
ど
の
く
ら
い
か
か
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
３
年
後
に
は
見
直

す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
指
定
管
理
料
は
７
千
万
円

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
内
訳
は
何
々

か
、
ま
た
、
労
働
条
件
、
運
営
の
仕
方

等
、
市
の
関
与
は
ど
う
な
の
か
、
さ
ら

に
維
持
補
修
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
か
ら
は
、
年

７
千
９
０
０
万
円
の
指
定
管
理
料
だ
が
、

う
ち
２
千
５
０
０
万
円
ほ
ど
が
人
件
費

で
あ
り
、
残
り
は
光
熱
水
費
等
で
あ
る
。

市
の
関
与
と
し
て
は
毎
年
実
績
報
告
書

を
出
し
て
も
ら
い
、
対
応
す
る
。
維
持

補
修
に
つ
い
て
は
本
議
案
が
通
る
と
業

者
と
協
定
書
を
締
結
し
、
大
規
模
補
修

工
事
は
市
が
、
小
規
模
の
も
の
は
業
者
の

負
担
と
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
人
件
費
が
２
千
５
０
０
万
円

で
は
職
員
の
雇
用
条
件
が
劣
悪
に
な
る

の
で
は
、
ま
た
３
施
設
合
計
で
は
何
人

で
積
算
し
た
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
か
ら
は
最
低
賃
金
は
確
保
し
て

も
ら
う
。
何
人
雇
用
す
る
か
は
業
者
の

自
由
で
あ
る
が
、
積
算
の
段
階
で
は
12

人
を
見
込
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
１
名
か
ら
反
対
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
議
案
第
２
４
７
号
字
の
区

域
の
変
更
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理

事
者
側
か
ら
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
斗
南

丘
酪
農
農
業
協
同
組
合
が
農
林
水
産
省

か
ら
国
有
地
の
払
下
げ
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
土
地
を
む
つ
市
大
字
奥

内
字
二
又
山
に
字
編
入
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　

産
業
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
13
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
８
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
２
３
０
号
と

議
案
第
２
３
４
号
の
２
件
に
つ
き
ま
し

て
は
ご
異
議
が
あ
り
、
反
対
意
見
が
出

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
他
の
議
案
11
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ

れ
ま
し
た
主
な
る
質
疑
、
意
見
等
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
に
、
当
委
員
会
付
託
の
議
案
第

２
２
８
号
む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施
設

条
例
か
ら
議
案
第
２
３
４
号
む
つ
市
脇

野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
条
例
ま

で
、
議
案
第
２
３
９
号
む
つ
職
業
能
力

開
発
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

お
よ
び
議
案
第
２
４
１
号
む
つ
市
営
牧

野
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

か
ら
議
案
第
２
４
３
号
む
つ
市
堆
肥
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ま

で
の
11
議
案
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
で
設
置
し

て
い
る
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
提
案
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
制
度
に
つ
い
て
の
総
括

的
な
質
疑
、
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
者
側
か
ら
は
、
地
方
自
治
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理
運

営
を
民
間
事
業
者
を
含
む
幅
広
い
団
体

に
委
ね
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に

伴
い
、
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
公
共

的
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

の
規
定
を
し
て
い
る
各
条
例
の
改
正
が

必
要
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、

こ
の
制
度
の
も
と
で
は
、
指
定
管
理
者

は
管
理
運
営
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
も

考
慮
し
、
利
潤
の
追
求
が
で
き
る
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
従

来
の
委
託
先
で
あ
っ
た
公
共
的
団
体
の

他
に
株
式
会
社
等
の
民
間
事
業
者
も
管

理
運
営
に
参
加
が
可
能
と
な
り
、
効
率

的
、
効
果
的
管
理
運
営
が
期
待
で
き
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
指
定
管
理

者
を
選
定
す
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て

公
平
性
が
保
た
れ
る
の
か
と
の
質
疑
に
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対
し
、
理
事
者
側
か
ら
指
定
管
理
者
選

定
委
員
会
に
お
け
る
選
定
方
法
の
概
要

説
明
と
本
定
例
会
で
提
案
さ
れ
て
い
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
係
る
具
体
的
な

過
程
に
つ
い
て
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
か
ら
、
指
定
管
理
者

が
個
々
の
業
務
を
事
業
者
に
委
託
す
る

際
に
、
契
約
に
偏
り
が
生
ず
る
こ
と
は

な
い
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者

側
か
ら
は
指
定
管
理
者
応
募
の
際
の
提

案
書
で
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
別
の
委
員
か
ら
、
な
か

に
は
利
益
に
結
び
つ
か
な
い
施
設
も
あ

り
、
制
度
導
入
後
も
運
営
の
実
態
が
変

わ
ら
な
い
施
設
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
質
疑
に
対
し
、理
事
者
側
か
ら
は
、

施
設
の
内
容
に
よ
り
、
公
募
に
馴
染
ま

な
い
施
設
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
公
募
せ
ず
に
こ
れ
ま
で
の
委
託
先
を

指
定
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
指
定
管
理

期
間
の
設
定
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
個
々
の
条
例
で
管
理

期
間
を
規
定
し
な
い
が
、
施
設
の
設
置

目
的
、
実
情
、
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
お

よ
び
安
定
性
の
確
保
、
指
定
管
理
者
の

リ
ス
ク
軽
減
、
計
画
的
な
管
理
運
営
の

実
現
等
を
勘
案
し
た
う
え
で
、
公
募
の

際
に
示
す
こ
と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
か
ら
、
指
定
期
間
内

に
管
理
運
営
の
内
容
を
見
直
す
こ
と
が

あ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者

側
か
ら
、指
定
期
間
内
に
改
善
す
る
点
、

変
更
す
る
点
が
あ
れ
ば
、
年
度
毎
の
計

画
で
見
直
し
を
行
な
う
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
係

る
こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い
て
、
個
別
の

質
疑
、
意
見
等
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
議
案
第
２
３
１
号
む
つ
市
脇

野
沢
保
養
セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
委
員
か
ら
、
施
設
全
体
が

老
朽
化
し
て
い
る
が
、
改
善
し
て
か
ら
指

定
管
理
に
移
行
す
る
の
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
理
事
者
側
か
ら
早
急
に
修
繕
す

べ
き
箇
所
は
対
応
す
る
が
、
大
改
修
等

に
つ
い
て
は
、
今
後
計
画
的
に
指
定
管
理

者
の
負
担
と
な
ら
な
い
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
３
２
号
む
つ
市
脇

野
沢
野
営
場
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
委
員
か
ら
、
こ
の
施
設
を
含
め
た
脇

野
沢
地
区
に
あ
る
観
光
施
設
を
、
個
々
に

指
定
管
理
す
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

理
事
者
側
か
ら
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て

一
体
的
に
指
定
管
理
者
を
公
募
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、
付
託
議
案
で
あ
る
各
条
例

で
は
各
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
個
別

に
規
定
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
一
つ

に
取
り
ま
と
め
た
条
例
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
３
４
号
む
つ
市
脇

野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
条
例
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
委
員
か
ら
、

財
政
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
冬
期

間
も
開
館
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
の

質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
数

年
前
か
ら
む
つ
下
北
地
域
は
『
冬
の
観

光
』を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
こ
の
施
設

は
観
光
の
拠
点
で
あ
る
た
め
、
条
例
上

は
年
中
開
館
と
の
規
定
で
あ
る
が
、
川

内
地
区
の
道
の
駅
が
冬
期
間
閉
鎖
し
て

い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
少
し
推
移
を
見

守
り
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
産
業
経
済
常
任
委
員
会
の
審

査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
５
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
８
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
２
２
７
号
お

よ
び
議
案
第
２
４
０
号
の
２
件
に
つ
き

ま
し
て
は
異
議
が
あ
り
、
反
対
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
、
そ

の
他
の
議
案
３
件
に
つ
き
ま
し
て
は
全

会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ

れ
ま
し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
に
、
反
対
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
議
案
第
２
２
７
号
お
よ
び
議
案
第

２
４
０
号
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
議
案
２
件
は
、
平
成
15
年
９
月

２
日
に
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体

が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
管
理
に
指
定

管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
の
趣

旨
に
則
り
、
当
市
の
施
設
に
お
い
て
も

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
議
案
第
２
２
７
号
む
つ
市
心

身
障
害
者
集
会
施
設
条
例
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
、
在
宅
の
心
身
障
害
者
の
た
め
の
集

会
施
設
『
ふ
れ
あ
い
の
家
』の
管
理
運
営

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
併
せ

て
、
当
該
施
設
の『
開
館
時
間
』『
休
館

日
』等
、
従
来
施
行
規
則
に
お
い
て
定

め
て
い
た
も
の
を
条
例
に
明
記
し
た
。

ま
た
、
第
２
お
よ
び
第
４
土
曜
日
は
休

館
日
で
あ
っ
た
が
、
開
館
す
る
こ
と
と

し
、
利
用
者
の
利
便
性
と
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。
さ
ら
に
、
施
設

の
業
務
と
利
用
に
際
し
て
の
利
用
者
の

義
務
等
も
定
め
、
条
文
を
整
備
し
、
条

例
を
全
部
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
、
と

の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
に
対
し
委
員
か
ら
、
指
定

管
理
者
制
度
は
経
費
の
節
減
等
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

程
度
節
減
で
き
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、

土
曜
日
の
開
館
に
つ
い
て
、
利
用
者
か

ら
要
望
等
は
出
て
い
た
の
か
、
と
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

理
事
者
側
か
ら
は
、『
ふ
れ
あ
い
の

家
』の
市
直
営
運
営
費
は
１
年
間
で
お

よ
そ
２
９
０
万
円
で
あ
る
が
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
２
３
０
万
円
台
で
の
運
営
が
可
能

に
な
る
。
ま
た
、
土
曜
日
の
開
館
に
つ

い
て
は
、
ろ
う
あ
協
会
か
ら
、
手
話
の

講
習
会
開
催
等
に
つ
い
て
開
館
の
要
望

が
強
く
で
て
い
た
も
の
で
あ
る
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
、
当
該
施
設
の

指
定
管
理
者
の
決
定
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
、
と
の
質
疑
に
対
し
、
指
定
管

理
者
の
決
定
は
公
募
し
た
上
で
、
選
定

委
員
会
が
そ
の
選
定
基
準
に
つ
い
て
特

に
意
を
用
い
、
総
合
的
に
判
断
し
決
定

す
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
、
本
条
例
と
障

害
者
自
立
支
援
法
と
の
整
合
性
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
当

該
施
設
は
身
体
・
知
的
・
精
神
、
ど
の

障
害
を
も
つ
人
に
も
利
用
し
て
も
ら
え

る
施
設
で
あ
り
、
障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
事

前
に
連
絡
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
効
果
的
・

効
率
的
に
対
応
し
、
よ
り
柔
軟
で
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
４
０
号
む
つ
市
脇

野
沢
高
齢
者
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か

ら
、
脇
野
沢
地
区
に
あ
る
脇
野
沢
高

齢
者
福
祉
施
設
『
い
こ
い
の
里
』は
、
平

成
11
年
度
か
ら
13
年
度
に
か
け
、
旧
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脇
野
沢
村
初
め
て
の
高
齢
者
福
祉
施

設
と
し
て
、
高
齢
者
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
高

齢
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、
高
齢
者
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
訪
問
介
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等
、
多
様
な
機
能
を
持
つ

施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
高
齢
者
福
祉
施
策
の
中
枢
機
能
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

施
設
の
管
理
運
営
は
利
用
者
本
位
を

第
１
に
、公
設
民
営
方
式
を
取
り
入
れ
、

社
会
福
祉
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
社
会

福
祉
法
人
に
委
託
し
、
そ
の
管
理
運
営

に
か
か
る
経
費
は
、
通
所
お
よ
び
入
所

等
の
利
用
料
金
収
入
を
法
人
の
収
入
と

す
る
こ
と
で
賄
っ
て
き
た
。

　

こ
の
度
の
法
改
正
に
伴
い
、「
民
間
で

で
き
る
も
の
は
民
間
で
」の
基
本
方
針
の

も
と
、
利
用
者
の
利
便
性
・
安
心
・
快

適
か
つ
安
定
し
た
利
用
を
大
前
提
に
、

こ
れ
ま
で
の
方
式
を
継
続
さ
せ
る
べ
く
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、本
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、

公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
、
原
則
的
に

は
公
募
で
あ
る
が
、
福
祉
施
設
の
特
殊

性
、
さ
ら
に
は
利
用
者
に
か
か
る
環
境

変
化
を
考
慮
す
る
た
め
、
公
募
資
格
に

つ
い
て
、
地
域
性
に
精
通
し
た
社
会
福

祉
に
理
解
の
あ
る
、
そ
し
て
、
本
施
設

の
運
営
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
市
内
の

社
会
福
祉
法
人
を
指
定
管
理
者
の
対
象

と
す
る
予
定
で
あ
る
、
と
の
提
案
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

複
数
の
委
員
か
ら
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
、
基
本
的
に
は
公
募
だ
が
、
地

域
に
精
通
し
た
、
こ
の
施
設
の
運
営
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
っ
た
法
人
に
選
定
す
る

と
い
う
が
、
現
在
委
託
を
受
け
て
い
る

法
人
を
指
定
管
理
者
と
す
る
の
か
、
と

の
質
疑
に
対
し
、
基
本
は
公
募
で
あ
る
。

そ
の
中
で
管
理
運
営
の
コ
ス
ト
だ
け
で

は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

物
的
・
人
的
能
力
の
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
・
判
断
し
て
評
価
す
る
も
の

で
あ
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
別
の
委
員
か
ら
、
現
在
委
託
を

受
け
て
い
る
法
人
以
外
の
も
の
が
指
定

管
理
者
に
選
定
さ
れ
る
と
、
こ
の
施
設

で
働
く
職
員
数
の
増
減
は
あ
る
の
か
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
、

福
祉
施
設
を
運
営
す
る
に
は
、
雇
用
の

関
係
に
お
い
て
も
、
法
令
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
場
合
、
当
該
施
設
は
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
方
式
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
入
所
者

３
人
に
対
し
１
人
の
ケ
ア
を
す
る
職
員

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な

基
準
を
十
分
満
た
し
た
事
業
計
画
で
な

け
れ
ば
県
は
申
請
の
受
理
は
し
な
い
の

で
、
そ
う
い
う
点
か
ら
み
て
も
、
現
在

の
職
員
数
は
確
保
さ
れ
運
営
さ
れ
る
も

の
と
思
う
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
別
の
委
員
か
ら
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
は
経
費
面
で
の
効
率

化
も
目
的
の
一
つ
で
あ
る
が
、
当
該
福

祉
施
設
の
運
営
で
利
益
は
見
込
め
る
の

か
、
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か

ら
、
旧
脇
野
沢
村
で
は
委
託
料
を
支
払

う
こ
と
な
く
、
当
該
施
設
の
管
理
運
営

を
、
こ
の
施
設
の
利
用
料
金
収
入
だ
け

で
、
法
人
の
企
業
努
力
に
よ
り
賄
っ
て

も
ら
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
て
も

収
益
は
十
分
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
ま

た
、
当
該
施
設
も
年
数
が
経
過
し
、
補

修
箇
所
等
も
で
て
く
る
と
思
う
が
、
市

と
し
て
の
新
た
な
支
出
が
な
い
よ
う
、

契
約
内
容
を
見
直
し
て
い
き
た
い
、
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
委
員
か
ら
、
指
定
管
理
者
の

公
募
の
際
、
現
在
委
託
を
受
け
て
い
る

法
人
以
外
の
も
の
が
、
安
価
な
料
金
で

申
請
し
て
き
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
、

選
定
委
員
会
で
設
定
す
る
選
定
基
準
に

は
、
金
額
に
関
す
る
も
の
は
な
く
、
あ
く

ま
で
法
令
を
遵
守
し
、
施
設
に
お
い
て
よ

り
柔
軟
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果

的
・
効
率
的
に
対
応
し
、
ど
の
く
ら
い
地

域
の
福
祉
に
貢
献
で
き
る
か
が
基
準
と

な
る
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
第
２
４
０
号
に
つ
い
て

は
、
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
委
員
か
ら
は
、『
三
位
一
体
改

革
』『
公
務
員
制
度
改
革
』『
官
か
ら
民

へ
』等
々
の
様
々
な
改
革
が
な
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
一
定
の
政
策
目
標

の
達
成
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
官
の
関
与
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。『
教
育
』と
か
『
福
祉
』は
利
益
だ

け
で
は
推
し
量
る
べ
き
で
は
な
い
。
経

費
の
節
減
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
低
下
や
、
公
的
責
任
の
後

退
に
も
及
ん
で
く
る
。
こ
の
よ
う
な
理

由
か
ら
こ
の
議
案
に
は
反
対
で
あ
る
、

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
３
６
号　

む
つ
市

育
英
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側

か
ら
、
当
市
の
人
材
育
成
に
と
い

う
趣
意
を
も
っ
て
、
杉
山
浩
一
氏
よ

り
、
杉
山
石
美
育
英
基
金
の
原
資
へ

１
６
４
万
４
千
１
４
１
円
の
寄
付
を
受

け
た
の
で
、
こ
れ
を
育
英
基
金
に
組
み

入
れ
、
有
効
な
管
理
運
営
を
図
る
た

め
の
条
例
提
案
で
あ
る
、
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

委
員
か
ら
、
貸
付
を
受
け
て
い
る
学
生

の
卒
業
後
の
奨
学
金
返
済
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
合
併
後
の
滞
納
に
つ
い
て

は
滞
納
者
数
１
０
９
名
、
滞
納
金
額

１
千
４
２
９
万
１
千
円
に
な
っ
て
い
る
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
奨
学

金
の
返
済
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
分
納

す
る
こ
と
も
な
く
、
最
初
か
ら
返
済
す

る
意
志
の
な
い
者
に
つ
い
て
は
厳
し
く

対
処
し
、
向
学
心
の
あ
る
１
人
で
も
多

く
の
学
生
達
に
、
奨
学
資
金
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
回
収
に
努
力
し
て
ほ
し

い
、
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
３
７
号
む
つ
市
立

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
議
案
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
18
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
佐
助

川
小
学
校
が
閉
校
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
同
校
を
廃
止
す
る
た
め
の
条
例
提

案
で
あ
る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
の
閉
校
後
の
維
持
管
理
お

よ
び
有
効
利
用
に
つ
い
て
委
員
か
ら
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
佐
助

川
小
学
校
は
３
年
間
休
校
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
間
、
大
畑
町
教
育
委
員
会
に

お
い
て
こ
の
施
設
の
鍵
を
管
理
し
、
地

域
の
貸
し
出
し
要
望
等
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
方
針
を
と
っ
て

き
た
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
大
畑
庁
舎

教
育
課
で
施
設
の
鍵
を
保
管
し
、
全
体

に
お
い
て
は
、
む
つ
市
教
育
委
員
会
が

適
宜
管
理
を
行
な
う
。
特
別
に
管
理
人

を
配
置
し
た
り
、
清
掃
委
託
は
行
な
わ

な
い
。
鍵
の
保
管
と
定
期
的
な
巡
回
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
佐
助
川
小
学
校
の
閉
校
に
あ
た

り
、
こ
の
地
区
の
町
内
会
長
か
ら
、
地

域
の
実
情
と
希
望
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
地
域
で
は
、
地
区
集
会
所
の

利
用
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点

で
同
施
設
を
利
用
す
る
予
定
は
な
い
、

と
の
回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
、

地
域
の
方
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
改
め

て
協
議
す
る
こ
と
で
同
意
を
得
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
は
電
気
・
水
道
等
止
ま
っ

て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
電
気
・

水
道
等
の
復
旧
経
費
に
つ
い
て
は
、
数

百
万
円
の
単
位
で
か
か
る
見
込
み
で
あ

る
。
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
補
修
等
も
考
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慮
す
れ
ば
、
使
用
可
能
な
状
態
に
す
る

た
め
に
は
、
多
大
な
経
費
が
か
か
る
も

の
と
思
う
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
体
育
館
と
一
部
教
室
に
お
い
て

は
、
旧
大
畑
町
の
歴
史
遺
産
で
あ
る
、
二

枚
橋
遺
跡
等
か
ら
発
掘
さ
れ
た
土
器
お

よ
び
郷
土
資
料
と
し
て
の
民
具
等
を
保

管
し
て
い
る
。
貴
重
な
財
産
が
保
管
さ

れ
て
い
る
の
で
、
大
畑
庁
舎
教
育
課
を
中

心
と
す
る
、
む
つ
市
教
育
委
員
会
が
責

任
を
も
っ
た
巡
回
体
制
を
と
っ
て
い
く
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
、
こ
れ
ら
出
土

品
等
の
展
示
、見
学
の
計
画
は
あ
る
か
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
、

遺
跡
か
ら
の
出
土
品
お
よ
び
大
畑
地
区

の
郷
土
民
芸
品
等
に
つ
い
て
整
理
が
つ

け
ば
、
図
書
館
・
公
民
館
等
で
の
早
い

時
期
で
の
展
示
を
考
え
て
い
る
、
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
助
川
小
学
校
閉
校
後
の
学

区
に
つ
い
て
、
こ
の
地
区
の
児
童
の
学

区
は
二
枚
橋
小
学
校
と
な
る
が
、
児
童

や
保
護
者
の
希
望
に
よ
っ
て
は
大
畑
小

学
校
に
も
入
学
可
能
で
あ
る
、
と
本
会

議
で
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
学
区
と
の
整

合
性
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
、
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
閉
校・

廃
校
に
な
っ
た
場
合
は
、
隣
接
す
る
学

校
が
入
学
対
象
校
と
な
る
。
学
校
の
指

定
に
あ
た
っ
て
は
、
特
定
し
た
学
校
へ

の
集
中
を
避
け
る
よ
う
、
義
務
教
育
の

適
正
な
実
施
の
た
め
、
予
め
各
学
校
毎

の
通
学
区
域
を
決
め
て
お
り
、
入
学
予

定
者
の
住
所
に
よ
り
入
学
す
べ
き
学
校

を
指
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
学
区
設
定

の
基
本
で
あ
る
が
、
児
童
の
病
気
・
障

害
等
ま
た
は
保
護
者
の
特
殊
な
事
情
等

に
よ
っ
て
、
学
区
の
厳
密
な
適
用
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら

を
解
消
す
る
た
め
、
学
区
変
更
の
申
請

が
出
た
場
合
は
、
真
摯
に
こ
れ
を
受
け

止
め
、
検
討
し
、
変
更
を
認
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
変
更
は
、
年
に
数
件
で
て
い

る
が
、
安
易
に
認
め
て
い
る
も
の
で
は

な
く
、
基
本
を
守
り
つ
つ
、
諸
事
情
を

尊
重
し
対
応
し
て
い
る
、
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
佐
助
川
小
学
校
の
閉
校
に
あ

た
り
、
後
利
用
に
つ
い
て
、
総
合
的
な

検
討
を
し
て
、
是
非
有
効
活
用
し
て
ほ

し
い
旨
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
審

査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
第
２
４
９
号
平
成
16
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
か

ら
、
議
案
第
２
５
７
号
平
成
16
年
度
む

つ
市
用
地
造
成
事
業
会
計
決
算
ま
で
の

議
案
９
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
12
月
９
日
に
、
助
役
、

収
入
役
ほ
か
関
係
部
課
長
等
の
出
席
を

求
め
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
各
議
案
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
議
案
第
２
４
９
号
平
成
16
年

度
む
つ
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
は
、
委
員
１
名
よ
り
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
２
５
０
号
平
成
16
年

度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
５
１
号
平
成

16
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
５
２
号
平
成

16
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
５
３
号
平
成

16
年
度
む
つ
市
公
共
用
地
取
得
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
５
４

号
平
成
16
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
５
５
号

平
成
16
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
５
６
号

平
成
16
年
度
む
つ
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案
第
２
５
７

号
平
成
16
年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事
業

会
計
決
算
は
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
心
身
障
害
者
集
会
施
設
条
例

　

む
つ
市
心
身
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の

家
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
む
つ
市

心
身
障
害
者
集
会
施
設
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施
設
条
例

　

む
つ
市
野
菜
集
荷
貯
蔵
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
た
め
、
む
つ
市
野
菜
集

荷
貯
蔵
施
設
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
畜
産
流
通
加
工
施
設

お
よ
び
農
村
活
性
化
施
設
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
い
の
し
し
の
館
お

よ
び
む
つ
市
脇
野
沢
体
験
農
園
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
た
め
、
む
つ
市
脇
野
沢

畜
産
流
通
加
工
施
設
お
よ
び
農
村
活

性
化
施
設
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
地
域
特
産
品
生
産
施
設
条
例

　

む
つ
市
大
畑
木
材
工
芸
セ
ン
タ
ー

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
む
つ
市
地

域
特
産
品
生
産
施
設
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
保
養
セ
ン
タ
ー
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
保
養
セ
ン
タ
ー
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
た
め
、
む
つ
市
脇
野

沢
保
養
セ
ン
タ
ー
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
野
営
場
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
野
営
場
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
た
め
、
む
つ
市
脇
野
沢
野
営
場
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
奥
薬
研
修
景
公
園
条
例

　

む
つ
市
奥
薬
研
修
景
公
園
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
た
め
、
む
つ
市
奥
薬
研
修

景
公
園
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
た

め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

タ
ー
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ

ン
タ
ー
鱈
の
里
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、
む
つ
市
脇
野
沢
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

セ
ン
タ
ー
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
18

年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
市

長
の
給
料
月
額
を
25
％
、
助
役
の
給

料
月
額
を
20
％
、
収
入
役
、
公
営
企

業
管
理
者
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
月

額
を
15
％
減
額
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
育
英
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

当
市
の
人
材
育
成
に
と
い
う
趣
意

を
も
っ
て
、
杉
山
石
美
育
英
資
金
へ

１
６
４
万
４
千
１
４
１
円
、
の
寄
付

を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
を
育
英
基
金

に
組
み
入
れ
、
有
効
な
管
理
運
営
を

図
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

平
成
18
年
４
月
１
日
を
も
っ
て
佐

助
川
小
学
校
が
閉
校
さ
れ
る
こ
と
に
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伴
い
、
同
校
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
立
図
書
館
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
伴
い
、
む
つ
市
立
図

書
館
脇
野
沢
分
館
の
位
置
を
変
更
す

る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
職
業
能
力
開
発
校
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
職
業
能
力
開
発
校
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
脇
野
沢
高
齢
者
福
祉
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
脇
野
沢
高
齢
者
福
祉
施
設

い
こ
い
の
里
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め

の
も
の

▼
む
つ
市
営
牧
野
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
営
牧
野
の
う
ち
脇
野
沢
瀬

野
牧
野
、
脇
野
沢
滝
山
牧
野
お
よ
び

脇
野
沢
源
藤
城
牧
野
の
３
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
脇
野
沢
家
畜
管
理
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
営
脇
野
沢
家
畜
管
理
施
設

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
水
川
目
地
区
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
地
方
卸
売
市
場
大
畑
町
魚
市

場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

卸
売
市
場
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

卸
売
の
業
務
に
係
る
物
品
の
品
質
管

理
の
方
法
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る

ほ
か
、
委
託
手
数
料
等
に
つ
い
て
所

要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
青
森
東
部
区
域
畜
産
基
地
建

設
事
業
受
益
者
負
担
金
等
徴
収
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

　

農
用
地
整
備
公
団
が
実
施
し
た
青

森
東
部
区
域
畜
産
基
地
建
設
事
業
に

係
る
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
、
平
成

16
年
度
で
完
納
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
来
さ
ま
い
館
、
む
つ
下
北
観

光
物
産
館
お
よ
び
む
つ
市
イ
ベ
ン
ト

広
場
の
３
施
設
の
管
理
を
行
な
う
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

斗
南
丘
酪
農
農
業
協
同
組
合
が
農

林
水
産
省
か
ら
国
有
地
の
払
下
げ
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
土
地
を

む
つ
市
大
字
奥
内
字
二
又
山
に
字
編

入
す
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
７
千
８
８
７
万
６
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

歳
入
…
２
３
９
億
５
千
２
３
６
万
６
千
７
５
９
円

歳
出
…
２
６
１
億
７
千
９
９
１
万
９
千
９
２
４
円

差
引
…
△
２
２
億
２
千
７
５
５
万
３
千
１
６
５
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
４
４
億
２
千
８
８
０
万
５
千
７
０
６
円

歳
出
…
…
４
３
億
７
千
４
３
１
万
７
千
２
９
８
円

差
引
…
…
…
…
…
５
千
４
４
８
万
８
千
４
０
８
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
３
１
億

５
６
３
万
９
千
５
７
７
円

歳
出
…
…
３
０
億
９
千
６
８
４
万
３
千
６
８
７
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
８
７
９
万
５
千
８
９
０
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
１
０
億
５
千
６
７
６
万
２
千
５
３
９
円

歳
出
…
…
１
０
億
５
千
６
７
６
万
２
千
５
３
９
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
公
共
用
地
取
得

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
…
…
…
１
千
７
８
３
万
２
千
８
９
２
円

歳
出
…
…
…
…
…
１
千
７
８
３
万
２
千
８
９
２
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
２
６
億
３
千
１
９
０
万
６
千
１
９
１
円

歳
出
…
…
２
５
億
８
千
５
２
４
万
５
千
４
８
５
円

差
引
…
…
…
…
…
４
千
６
６
６
万

７
０
６
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
…
…
…
…
…
５
３
６
万
４
千
９
４
７
円

歳
出
…
…
…
…
…
…
…
…
２
９
万
３
千
９
６
２
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
５
０
７
万

９
８
５
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
…
…
…
３
千
８
８
６
万
５
千
９
８
６
円

歳
出
…
…
…
…
…
３
千
８
８
６
万
５
千
９
８
６
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０
円

▼
平
成
16
年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事
業

会
計
決
算

歳
入
…
…
…
…
…
２
千
５
０
１
万
５
千
９
９
５
円

歳
出
…
…
１
４
億
８
千
４
６
８
万
５
千
３
１
６
円

差
引
…
△
１
４
億
５
千
９
６
６
万
９
千
３
２
１
円

議
員
提
出
議
案

▼
『
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実
な
実

現
』に
関
す
る
意
見
書

▼
議
会
制
度
改
革
の
早
期
実
現
に
関
す

る
意
見
書

▼
『
地
域
と
中
小
企
業
の
金
融
環
境
の

改
善
と
金
融
の
円
滑
化
』
を
求
め
る

意
見
書

▼
総
合
的
な
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
実
施

を
求
め
る
意
見
書

▼
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
12
月
14
日
〜
16
日
、
お

よ
び
12
月
20
日
の
４
日
間
行
な
わ
れ
ま

し
た
。（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
柴　

田　

峯　

生

▼
介
護
保
険
に
つ
い
て

 

・
10
月
１
日
以
降
の
介
護
保
険
の
現
状

に
つ
い
て

 

・
平
成
18
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
事
業

の
見
通
し
に
つ
い
て

▼
漁
業
環
境
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
沿
岸
の
汚
染
と
エ
チ
ゼ
ン
ク

ラ
ゲ
被
害
の
現
状
に
つ
い
て

 

・
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
被
害
を
受
け
た
漁

業
経
営
体
の
救
済
策
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

 

・
指
定
取
り
消
し
に
お
け
る
議
会
の
関

与
に
つ
い
て

 

・
指
定
管
理
者
の
情
報
開
示
と
災
害
時

の
市
長
管
理
に
つ
い
て

◎
飛　

内　

賢　

司

▼
蛎
崎
城
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

 

・
発
掘
調
査
の
成
果
は

 

・
調
査
結
果
の
公
表
は

 

・
学
芸
員
の
存
在
は

 

・
発
掘
調
査
の
継
続
は

 

・
調
査
要
員
の
採
用
方
法
に
つ
い
て

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
土
木
行
政
に
つ
い
て

 

・
生
活
排
水
問
題
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

・
学
校
図
書
館
の
充
実
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
産
業
の
振
興
と
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
起
業
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

▼
観
光
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 

・
野
営
場
に
つ
い
て

 

・
修
景
公
園
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て

 

・
旧
市
町
村
間
の
調
整
に
つ
い
て

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
除
排
雪
対
策
に
つ
い
て

 

・
全
市
道
の
キ
メ
細
か
な
除
排
雪
の
徹

底
に
つ
い
て

 

・
体
制
方
に
つ
い
て
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▼
旧
川
内
町
宿
野
部
地
区
防
波
堤
に
つ

い
て

 
・
塩
害
防
止
に
つ
い
て

 

・
防
波
堤
の
改
良
、
改
善
に
つ
い
て

▼
歴
史
民
俗
、
文
化
財
等
の
展
示
公
開

の
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

 

・
旧
市
町
村
地
域
ご
と
の
施
設
整
備
を

図
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
東　
　
　

健　

而

▼
市
長
選
の
公
約
の
実
現
に
つ
い
て

 

・
公
約
の
具
体
的
実
現
は
ど
う
な
る
か

 

・
人
口
減
少
対
策
へ
の
今
後
の
展
望
を

示
せ

▼
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

 

・
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
施
計
画

の
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
実
施
計
画
の
策
定
方
法
に
つ
い
て

▼
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て

 

・
恐
山
の
裏
参
道
の
バ
イ
パ
ス
化
に
つ

い
て

 

・
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

 

・
道
づ
く
り
計
画
と
利
便
性
に
つ
い
て

 

・
財
源
問
題
に
つ
い
て

▼
雇
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
対
策
に
つ
い
て

▼
川
内
町
桧
川
地
区
の
環
境
整
備
に
つ

い
て

 

・
国
道
３
３
８
号
線
脇
の
側
溝
整
備
に

つ
い
て

 

・
排
水
溝
の
整
備
に
つ
い
て

 

・
護
岸
工
事
は
継
続
さ
れ
る
か

◎
横　

垣　

成　

年

▼
使
用
済
核
燃
料『
中
間
貯
蔵
施
設
』に

つ
い
て

 

・
同
施
設
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
赤
字
解
消
計
画
に
つ
い
て

 

・
同
計
画
の
諸
問
題
に
つ
い
て

▼
市
民
体
育
館
に
つ
い
て

 

・
同
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て

▼
第
三
田
名
部
小
学
校
に
つ
い
て

 

・
同
施
設
の
建
て
替
え
計
画
に
つ
い
て

▼
大
型
ス
ー
パ
ー
倒
産
に
つ
い
て

 

・
倒
産
に
よ
る
雇
用
の
確
保
と
テ
ナ
ン

ト
へ
の
対
策
に
つ
い
て

◎
堺　
　
　

孝　

悦

▼
市
長
選
後
の
新
む
つ
市
政
に
つ
い
て

 

・
合
併
後
の
む
つ
市
の
施
政
方
針
を
述

べ
よ

 

・
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る
交
付
金
の
有

効
活
用
を
示
せ

▼
合
併
後
の
む
つ
市
職
員
の
あ
り
方
は

ど
う
改
革
す
る
の
か

 

・
職
員
の
勤
務
体
制
を
行
政
改
革
の
中

で
ど
う
進
め
る
の
か

 

・
新
む
つ
市
の
市
民
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
市
職
員
の
活
動
が
望
ま
し
い
の

か
、
接
遇
接
客
に
何
が
必
要
か
考
え

方
を
示
せ

◎
東　

谷　

正　

司

▼
市
行
政
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
市
政
の
展
望
を
伺
い
ま
す

▼
土
砂
災
害
復
旧
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
災
害
復
旧
の
見
通
し
を
伺
い

ま
す

▼
災
害
時
迂
回
路
に
つ
い
て

 

・
災
害
時
迂
回
路
の
検
討
に
つ
い
て
伺

い
ま
す

▼
防
災
対
策
推
進
地
域
案
に
つ
い
て

 

・
防
災
対
策
推
進
地
域
案
に
つ
い
て
市

の
対
応
を
伺
い
ま
す

◎
目　

時　

睦　

男

▼
市
政
執
行
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
市
長
の
市
政
執
行
に
あ
た
る
基
本
姿

勢
に
つ
い
て

▼
森
林
・
林
業
・
林
産
業
振
興
対
策
に

つ
い
て

 

・
間
伐
の
促
進
お
よ
び
間
伐
材
の
利
用

促
進
に
つ
い
て

 

・
地
域
材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

▼
老
人
福
祉
対
策
に
つ
い
て

 

・
旧
大
畑
病
院
施
設
の
有
効
利
用
に
つ

い
て

◎
佐
々
木　

隆　

徳

▼
漁
協
合
併
に
つ
い
て 

 

・
現
状
認
識
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
人
事
交
流
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
旧
脇
野
沢
村
史
編
さ
ん
に
つ
い
て

 
・
発
刊
の
見
通
し
に
つ
い
て

◎
村　

中　

徹　

也

▼
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
備
蓄
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

 

・
原
子
力
損
害
賠
償
法
の
１
２
０
億
円

の
措
置
方
法
に
つ
い
て

 

・
安
全
協
定
書
、
風
評
被
害
協
定
書
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
協
定
書
に
つ
い
て

 

・
経
済
効
果
と
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

▼
漁
港
整
備
に
つ
い
て

 

・
大
畑
漁
港
内
に
お
け
る
修
理
用
船
揚

場
建
設
に
つ
い
て

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
長
選
挙
時
に
お
け
る
市
長
発

言
の
真
意
に
つ
い
て

◎
斉　

藤　

孝　

昭

▼
団
体
間
で
比
較
可
能
な
財
政
情
報
の

開
示
に
つ
い
て

 

・
通
知
が
行
な
わ
れ
た
背
景
と
基
本
認

識
に
つ
い
て

 

・
財
政
運
営
上
の
課
題
は
な
に
か

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
む
つ
市
の

対
応
に
つ
い
て

 

・
市
が
中
心
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
に
つ
い
て

 

・
支
給
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化
に
つ

い
て

 

・
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
見
直
し
に
つ
い
て

◎
半　

田　

義　

秋

▼
介
護
保
険
に
つ
い
て

 

・
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

 

・
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

▼
公
立
の
保
育
園
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
公
立
の
保
育
園
の
あ
り
方
に

つ
い
て

◎
濵　

田　

栄　

子

▼
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

 

・
中
間
貯
蔵
施
設
の
交
付
金
の
算
定
基

準
を
問
う

 

・
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
ど
の
よ
う
に

し
て
結
び
つ
け
る
か

▼
環
境
税
に
つ
い
て

 

・
現
在
ま
だ
論
議
中
で
あ
る
が
、
導
入

さ
れ
れ
ば
森
林
整
備
な
ど
、
地
方
に

大
き
く
税
移
譲
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
森
林
の
現
状
を
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
対
策
を
問
う

　このたび函館～大間航路就航船舶（ばあゆ）が、法定検査の

ため次のとおり運休いたします。

　ご利用のお客さまには大変ご不便をお掛けいたしますが、

何とぞご理解くださるようお願いいたします。

〈詳しくは〉 東日本フェリー大間営業所 �37-3111

3/8 3/9～ 3/14 3/15 3/16～

大間発
7:10 ○ × × 通常運航

13:50 × × × 通常運航

函館発
9:30 × × × 通常運航

16:20 × × ○ 通常運航

○…運航　×…運休

函館～大間航路　就航船舶法定検査（ドック）期間の運休について



( 1 0 )

（２００６年・第６２２号）

　

児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
、

平
成
18
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
す
る

義
務
教
育
修
了
前
の
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

〈
対
象
〉

 

・
父
か
母
ま
た
は
両
親
が
亡
く
な
っ
た

児
童

 

・
父
か
母
ま
た
は
両
親
が
３
か
月
以
上

生
死
不
明
の
児
童

 

・
父
か
母
ま
た
は
両
親
が
１
年
以
上
行

方
不
明
の
児
童

 

・
父
か
母
ま
た
は
両
親
に
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

 

・
父
か
母
ま
た
は
両
親
が
心
身
障
害
の
状

態
で
労
働
能
力
を
失
っ
て
い
る
児
童

 

・
父
か
母
ま
た
は
両
親
が
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

〈
給
付
額
〉

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

〈
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

◎
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
養
育
者
名
義

の
銀
行
の
通
帳
お
よ
び
次
の
い
ず
れ

か
の
書
類

①
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格

証
を
お
持
ち
の
方
は
そ
の
資
格
証

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
お
持
ち
の
方

は
そ
の
証
書

③
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

今
年
６
月
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

教
員
20
名
が
む
つ
市
を
訪
れ
て
、
学
校

訪
問
等
の
研
修
を
行
な
い
ま
す
。（
こ
の

研
修
は
、
日
本
政
府
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
る
日
米
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
米
国
教
育

者
招
へ
い
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
）

　

研
修
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ

と
し
て
１
泊
２
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
外
国
人
と
ふ
れ

あ
っ
て
み
た
い
方
、
英
会
話
に
興
味
の

あ
る
方
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉６
月
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

〈
対
象
〉

　

参
加
者
は
基
本
的
に
日
本
語
を
話

せ
ま
せ
ん
の
で
、
英
語
を
話
せ
る
方

の
い
る
ご
家
庭
で
あ
れ
ば
心
配
あ
り

ま
せ
ん
が
、
英
会
話
に
不
慣
れ
で
も

快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
け
る
ご
家

庭
で
あ
れ
ば
構
い
ま
せ
ん
。

〈
ど
ん
な
〉

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

お
い
て
フ
リ
ー
と
な
り
ま
す
の
で
、
各

家
庭
で
ゲ
ス
ト
を
お
も
て
な
し
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
！

今
春
中
学
校
を
卒
業
す
る
遺
児
等
を

養
育
し
て
い
る
方
に
卒
業
祝
金
を
支
給
し
ま
す

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
一
番
の
目
的
は
、

外
国
人
が
日
本
の
生
活
・
家
庭
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
で
す
の
で
、
特
別
な

接
待
を
さ
れ
な
く
て
も
、
普
段
の
生

活
の
中
で
暖
か
な
お
も
て
な
し
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

※
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
係
る
費
用
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
市
内
の
名
所
・
旧
跡
・
文
化
施
設
訪
問
・

地
場
産
業
視
察
は
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
市
で
も
実
施
い
た
し
ま
す

〈
定
員
〉20
名

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
秘
書
課
都
市
交
流
担
当

�
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－

１
１
１
１
内
線
１
６
３

　

鯛
島
塾
む
ら
お
こ
し
会
議
で
は
、
平

成
４
年
の
設
立
以
来
、「
村
づ
く
り
を

み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
語
り
合
い
、

み
ん
な
で
進
め
よ
う
」と
い
う
趣
旨
に

基
づ
き
、
む
ら
お
こ
し
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
後
に
お
い
て
も
、
地
域

の
個
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
の
推
進
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
、
こ
れ
ま
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
Ｐ

Ｒ
に
関
す
る
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、脇
野
沢
地
域
に
お
い
て『
い

の
し
し
ツ
ア
ー
』の
実
施
や
『
タ
ラ
大
漁

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』を
設
置
す
る
な

ど
地
域
づ
く
り
活
動
を
実
践
し
、
本

年
も
引
き
続
き
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

『
わ
き
の
さ
わ
朝
市
』を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉２
月
18
日（
土
）午

前
８
時
〜
10
時

〈
ど
こ
で
〉

脇
野
沢
村
漁
業
協
同
組
合
荷
捌
所

〈
ど
ん
な
〉

と
れ
た
て
の
鮮
魚
等
を
即
売
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

鯛
島
塾
む
ら
お
こ
し
会
議
事
務
局

（
脇
野
沢
庁
舎
地
域
振
興
課
内
）

�

44

－

２
１
１
１

わ
き
の
さ
わ
朝
市

は
そ
の
証
書

④
父
ま
た
は
母
が
障
害
者
の
方
は
身
体

障
害
者
手
帳
・
愛
護
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳

⑤
前
記
①
〜
④
の
い
ず
れ
も
お
持
ち
で

な
い
方
は
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

〈
申
請
期
限
〉２
月
28
日（
火
）ま
で

〈
そ
の
他
〉

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
必
要
な
書
類
等
を
お
持

ち
に
な
り
、
市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

ま
た
は
各
庁
舎
健
康
福
祉
課
で
申
請
の
た

め
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

※
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
、
離
婚
・
未
婚

等
に
よ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
は
対
象
外

と
な
り
ま
し
た

※
中
学
校
に
は
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養

護
学
校
の
中
学
部
も
含
ま
れ
ま
す

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
１
４

　

子
育
て
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、

今
回
、標
記
の
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
幼
稚
園
に

入
園
す
る
前
の
お
子
さ
ん
を
お
育
て
の

み
な
さ
ん
に
、
三
々
五
々
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
中
で
、
精
神
的
な
解
放
感
や
安
定

感
を
抱
き
、
楽
し
ん
で
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
に
お
手
伝
い
す
る
こ
と
を
第
一

義
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉５
月
開
設
予
定

毎
月
１
〜
２
回
・
土
曜
日
に
開
催

〈
参
加
費
〉

活
動
に
必
要
な
材
料
費
の
一
部
の
み

〈
申
込
締
切
〉３
月
31
日（
金
）

〈
そ
の
他
〉

　

活
動
内
容
等
の
詳
細
は
、
会
員
登

録
い
た
だ
い
た
方
に
後
ほ
ど
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園

�
22

－

１
５
３
０

子
育
て
は
楽
し
い
！

『
子
育
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
会
』
発
足



( 1 1 )

（２００６年・第６２２号）

　はじめて参加される方は前もってご連絡ください。
　お花と手芸は材料費が必要です。
〈どこで〉

・老人憩の家『禄寿荘』（新　町）�23 - 5800
・老人憩の家『福寿荘』（川守町）�29 -1800

〈詳しくは〉

　単位老人クラブ会長、または老人クラブ連合会会長代理・
傳法幾代治さん（�24 - 4396）へお問い合わせください。

【 ３ 月 の 日 程 】

《禄寿荘》　禄寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
お 花 教 室 ……… ２日（木）・１６日（木）
手 芸 教 室 ……… ７日（火）・１４日（火）
詩 吟 教 室 ……… ３日（金）・１７日（金）
踊 り 教 室 ……… ８日（水）・２２日（水）
お 茶 教 室 ……… ９日（木）・２３日（木）
習 字 教 室 ……… １０日（金）
コーラス 教 室 ……… １３日（月）・２４日（金）
ダ ン ス 教 室 ……… ８日（水）・２２日（水）
カラオ ケ 教 室 ……… １３日（月）・２７日（月）
囲碁・将棋教室 ……… ７日（火）・１４日（火）

〈時間〉

ダンス教室は午後１時～３時、カラオケ教室・囲碁
将棋教室は午後１時～４時、その他の教室は午前10
時～正午

《福寿荘》　福寿荘の各教室は新しく会員を募集しています。
詩 吟 教 室 ……… ７日（火）
俳 句 教 室 ……… ３日（金）・１７日（金）
日 舞 教 室 ……… ６日（月）・２０日（月）
着 付 教 室 ……… １３日（月）・２７日（月）
唱 歌 教 室 ……… ３日（金）・１７日（金）
カラオ ケ 教 室 ……… ９日（木）・２３日（木）

〈時間〉

カラオケ教室は午後１時～４時、俳句教室は午前９
時～正午、その他の教室は午前10時～正午

生きがいサークル　　　　　
　　むつ市老人クラブ連合会

　

専
門
の
先
生
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉

・
２
月
22
日（
水
）・
３
月
１
日（
水
）

・
３
月
８
日（
水
）・
３
月
15
日（
水
）

受　
　

付
・
午
前
10
時
〜　
　
　
　
　
　

レ
ッ
ス
ン
・
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
対
象
〉１
才
〜
未
就
学
児

〈
参
加
費
〉１
回
・
５
０
０
円

〈
準
備
す
る
も
の
〉

ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

〈
そ
の
他
〉

　

子
ど
も
だ
け
の
参
加
の
場
合
、
サ

ポ
ー
タ
ー
が
補
助
し
ま
す
。（
サ
ポ
ー

ト
料
／
１
回
・
５
０
０
円
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

Ｎ
Ｐ
О
法
人
む
つ
下
北
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク『
ひ
ろ
ば
』

畑　

中
�

22

－

７
８
９
３

事
務
所
�

23

－
７
８
４
４

親
子
の
リ
ズ
ム
体
操

　

釜
臥
荘
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

交
流
を
深
め
る
た
め
『
べ
こ
も
ち
交
流

会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉２
月
22
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

〈
ど
ん
な
〉

 

・
べ
こ
も
ち
作
り

 

・
試
食
お
よ
び
意
見
交
換
会

〈
講
師
〉

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

〈
対
象
〉む
つ
市
在
住
の
方

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

�
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－

４
５
１
４

べ
こ
も
ち
交
流
会



( 1 2 )

（２００６年・第６２２号）

　

１
月
６
日
（
金
）、
む
つ
市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
『
第
36
回
む
つ
市
か
き
ぞ
め
大
会
』を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
む
つ
地
区
を
は
じ
め
、
川
内
、
大
畑
、
脇
野
沢
地
区
か
ら
の
申
込
み
も
あ
り
、

約
３
０
０
人
も
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
特
選
・
準
特
選
に
入
賞
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

小

学

一

年

◎
特　

選

平　

山　

阿　

印
（
大
平
小
）

矢　

田　

拓　

誠
（
大
平
小
）

○
準
特
選

川　

西　
　
　

萌
（
苫
生
小
）

荒　

関　

海　

咲
（
大
平
小
）

小　

林　

悠　

人
（
城
ケ
沢
小
）

小

学

二

年

◎
特　

選

伊
勢
田　
　
　

葵
（
大
平
小
）

小　

島　

有　

沙
（
大
平
小
）

船　

橋　

円　

香
（
大
平
小
）

東　

谷　

の
ど
か
（
大
平
小
）

平　

塚　

ち
ひ
ろ
（
大
平
小
）

松　

本　
　
　

陸
（
正
津
川
小
）

○
準
特
選

西　

川　

穂　

南
（
苫
生
小
）

下　

田　
　
　

晶
（
大
平
小
）

太　

田　

大　

河
（
大
平
小
）

能　

渡　

翔　

子
（
大
平
小
）

菊　

池　

健　

介
（
大
湊
小
）

曾　

根　

春　

華
（
大
湊
小
）

武　

市　

楓　

馬
（
城
ケ
沢
小
）

松　

尾　

江
美
佳
（
大
畑
小
）

小

学

三

年

◎
特　

選

山　

谷　

圭　

裕
（
苫
生
小
）

和　

田　

優
貴
子
（
苫
生
小
）

内　

山　

里　

奈
（
大
湊
小
）

○
準
特
選

森　
　
　

敦　

志
（
二
田
小
）

津　

川　
　
　

遼
（
二
田
小
）

阿　

部　
　
　

萌
（
大
平
小
）

岡　

本　

優　

花
（
大
平
小
）

家　

政　
　
　

伶
（
大
平
小
）

長　

崎　

寿　

々
（
一
川
小
）

髙
清
水　

弥　

矢
（
一
川
小
）

平　

沢　
　
　

歩
（
正
津
川
小
）

杉　

本　

佳
奈
子
（
二
枚
橋
小
）

小

学

四

年

◎
特　

選

船　

橋　

朱　

音
（
大
平
小
）

畑　

山　
　
　

菖
（
大
平
小
）

館　

村　
　
　

碧
（
大
畑
小
）

○
準
特
選

佐
々
木　

柚　

香
（
二
田
小
）

上　

野　
　
　

倭
（
二
田
小
）

相　

内　

豪　

太
（
二
田
小
）

宮　

本　

佳　

那
（
大
平
小
）

宮　

澤　

千　

優
（
大
平
小
）

坪　
　
　

史　

織
（
大
平
小
）

浜　

中　

麻　

鈴
（
一
川
小
）

佐　

藤　

真
奈
美
（
二
枚
橋
小
）

澤　

田　

麻
友
子
（
関
根
橋
小
）

三　

上　

真　

琴
（
脇
野
沢
小
）

小

学

五

年

◎
特　

選

野　

藤　

史　

佳
（
二
田
小
）

早　

川　
　
　

京
（
大
平
小
）

木　

村　

佳　

澄
（
大
平
小
）

傳　

法　

愛　

生
（
大
平
小
）

○
準
特
選

佐
々
木　

智
奈
美
（
苫
生
小
）

川　

名　

香　

央
（
大
平
小
）

大　

下　

祐　

佳
（
大
平
小
）

中　

村　

大　

輝
（
大
平
小
）

矢　

田　

芳　

梨
（
大
平
小
）

横　

沢　

有　

紗
（
大
湊
小
）

小

学

六

年

◎
特　

選

酢　

谷　

ち
ひ
ろ
（
二
田
小
）

中　

村　

結　

衣
（
大
平
小
）

石　

井　
　
　

京
（
大
湊
小
）

○
準
特
選

佐　

藤　

鉄　

馬
（
二
田
小
）

濱　

谷　

智　

子
（
二
田
小
）

石　

川　

裕
貴
乃
（
苫
生
小
）

川　

村　

拓　

光
（
苫
生
小
）

菊　

池　

邑　

奈
（
大
平
小
）

船　

橋　

祐　

貴
（
大
平
小
）

大　

島　

早　

稀
（
大
平
小
）

佐　

藤　

美
奈
子
（
二
枚
橋
小
）

中

学

一

年

◎
特　

選

菊　

池　

由　

佳
（
む
つ
中
）

○
準
特
選

原　
　
　

布
有
子
（
む
つ
中
）

畑　

山　
　
　

茜
（
大
平
中
）

曽　

我　

美　

月
（
大
湊
中
）

中

学

二

年

◎
特　

選

弓　

田　

真　

由
（
大
平
中
）

内　

山　

果　

歩
（
大
平
中
）

○
準
特
選

川　

村　

梨　

恵
（
大
湊
中
）

松　

本　

太　

助
（
大
畑
中
）

中

学

三

年

◎
特　

選

工　

藤　
　
　

歩
（
田
名
部
中
）

○
準
特
選

初　

盛　

彩　

耶
（
田
名
部
中
）

中　

村　

あ
ず
さ
（
田
名
部
中
）

第
36
回
む
つ
市
か
き
ぞ
め
大
会
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【冬季イベントのご案内】

 　むつ科学技術館では、２月12日（日）に冬季イベント（無

料開放）を開催します。ご家族やお友達を誘ってぜひ遊びに

来てくださいね！

　また、先着200名のお子さまには素敵なプレゼントを用

意しております。

◎映画上映

　　『妖怪大戦争』（124分）　①10:00～　②13:30～

◎ちびっこ工作教室

　①『オリジナルマグカップをつくろう！

～不思議なマジックで絵を描こう～』（先着30名）

　　【受付時間】9:30～10:00　【開催時間】10:00～11:00

　②『スライムであそぼう！』（先着200名）

　　【受付時間】9:30～15:30　【開催時間】10:00～16:00

◎探求コーナー（２Ｆ休憩コーナーで開催）

　　『超低温の世界を調べよう』　11:00～11:30

　　『電気の不思議を調べよう』　14:00～14:30

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

年金相談の時間延長と休日相談開設
　青森社会保険事務局むつ事務所では、年金相談およ

び保険料納付相談を次のとおり実施します。

　この機会に、ご自分と年金の関係について再点検す

ることをお勧めします。

〈詳しくは〉

青森社会保険事務局むつ事務所�22-2278　　　　

市国保年金課老人医療年金係�22-1111内線 327

《開設日時》

２月 20日（月）・27日（月）・３月６日（月）・11日（土）・13日（月）

平日…午前８時 30分～午後７時／土曜日…午前９時 30分～午後４時

《開設場所》

青森社会保険事務局むつ事務所

む
つ
市
緑
の
少
年
団
団
員
募
集

　

自
然
に
親
し
み
、
自
然
を
愛
し
、
緑

の
環
境
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
全
な

心
身
を
養
い
、
互
い
に
協
力
し
て
地
域

や
社
会
の
た
め
自
主
的
に
活
動
す
る
青

少
年
の
育
成
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

〈
対
象
〉小
・
中
学
校
の
男
女

〈
団
費
〉２
千
４
百
円（
年
間
）

〈
制
服
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

　

申
込
み
に
は
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
緑
の
少
年
団
事
務
局
・
石
野

�

22

－

３
７
３
０

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
『
能
舞
公
演
』

〈
い
つ
〉２
月
12
日（
日
）午

後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ『
多
目
的
シ
ア
タ
ー
』

〈
ど
ん
な
〉

 

・
儀
式
舞『
翁
』

 

・
武
士
舞『
信
夫
乃
太
郎
』

 

・
道
化
舞『
雀
追
い
』

 

・
武
士
舞『
巴
御
前
』

 
・
武
士
舞『
鈴
木
乃
三
郎
』

出
演
・
東
通
村
郷
土
芸
能
保
存
連
合
会『
大
利
敬
神
団
』

〈
入
場
料
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
館『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
』

�

48
－

２
７
７
７
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各 種 相 談 日 程

法律相談 市広報広聴課�22-1111内線252

３月 24日（金）場所は市民相談室。予約制です。相談の際

はできるだけ関係書類を持参してください。

法律相談 むつ市社会福祉協議会�22-1111内線862

３月 16日（木）場所は下北文化会館第２集会室。予約制

です。

法律相談 青森県弁護士会�017-777-7285

毎月第１・２金曜日 場所はむつ商工会議所。料金は5,000円、

予約制です。（扶助制度があります。）13:00 ～ 16:00

行政相談 市広報広聴課�22-1111内線252

３月 22日（水）場所は市民相談室。行政が行なう仕事に

ついての各種相談を受けます。10:00 ～ 15:00

行政相談 大畑庁舎地域振興課�34-2111

毎月第２金曜日 場所は大畑庁舎１階小会議室。行政が行

なう仕事についての各種相談を受けます。9:00 ～ 12:00

人権相談 青森地方法務局むつ支局�23-3202

火・土・日・祝日を除く毎日 場所は下北合同庁舎３階相談室。家族間や近隣関係

のこと、学校や職場内のことなどの相談を受けます。10:00 ～ 16:00

心配ごと相談 相談専用電話�22-2731

月 ～ 金 曜 日 場所は旧市集会所。祝日、第３木曜日は

休み。10:00 ～ 15:00

心配ごと相談 むつ市社会福祉協議会大畑支所�34-3537

毎月第１・３水曜日 場所は総合福祉センター（ふれあいかん）

２階ボランティア室。祝日は休み。10:00 ～ 15:00

教育相談 相談専用電話�22-0974

月 ～ 金 曜 日 場所は教育研修センター。予約制です。祝日は休み。

中学生までの教育に関する相談に応じています。9:00 ～ 16:00

心の健康相談 下北地方健康福祉こどもセンター�24-1231

３月１日・23 日 場所は下北地方健康福祉こどもセンター。予約制です。

心の悩み、心の病気、痴呆等の相談を専門医が受けます。13:00 ～ 14:00

女性の健康相談 下北地方健康福祉こどもセンター�24-1231

３月 16日（木） 場所は下北地方健康福祉こどもセンター。予約制です。

女性の心身の健康に関する相談に応じます。10:00 ～ 10:30

第
30
回
交
通
安
全
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会

（
小
・
中
学
生
の
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
）

〈
い
つ
〉２
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
交
通
問
題
対
策
協
議
会
事
務
局

（
市
環
境
対
策
課
内
）

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
３
３

～あなたも参加　わたしもやります　交通安全～

平成17年度の県内交通事故概要
発生件数 死者数 傷者数

8,392件 79人 10,588人

死　者　の　状　態　　　（　）内は前年比

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ８人 （-11）

高 齢 者（65 才 以 上 ）の 死 者 40人 （ -4）
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

自 動 車 乗 車 中 の 死 者 40人 （-15）

非 着 用 の 死 者 16人 （-16）

着用していれば助かったと思われる人 ７人 （-13）

過去３年間の交通事故発生件数
平成15年度 平成16年度 平成17年度

県　

内

発生件数 9,100件 8,601件 8,392件

死 者 数 104人 103人 79人

負傷者数 11,473人 10,927人 10,588人

む
つ
市

発生件数 212件 256件 187件

死 者 数 2人 2人 4人

負傷者数 265人 321人 225人

※県内での発生件数は昨年に比べ減少しておりますが、むつ市は死亡者数が
　昨年に比べ大幅に増加傾向にありますので、市民一人ひとりが交通ルール
　を守り、正しい交通マナーを習慣づけて交通事故を防止しましょう。

〈詳しくは〉

市環境対策課交通対策係

�22-1111内線 333



( 1 5 )

これからの予防接種日程
=☆ 麻しん・風しん・三種混合 ☆ =

対象児 実施日

麻 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 ３月 ７日（火）

風 し ん １　才 ～ ７才６か月未満 ３月 ７日（火）

三種混合 ３か月 ～ ７才６か月未満 ２月24日（金）

受付
時間

佐 藤 小 児 科 ……… 14:00～17:00

ちばクリニック ……… 14:00～15:00（接種時間14:00～15:30）

菊　池　医　院 ……… 13:30～14:30

どんぐりクリニック ……… 14:00～15:30

（２００６年・第６２２号）

ＢＣＧ予防接種
　母子健康手帳、すこやかブックについているＢＣＧ

予防接種予診票を持って、当日会場へお越しください。

【むつ地区】

実施日 受付時間 実施場所

２月28日（火） 13:15～13:30 下北文化会館

　40才を過ぎてから『のぼせやすい』『息切れがする』『イラ

イラする』など、さまざまな体の不調が出始めたら、それは更

年期障害かもしれません。

　更年期になると、次第に卵巣の機能が衰えるため、女性ホル

モンが減少してきます。その結果、自律神経失調症となり、い

ろいろな体の不調が現れるのです。これが『更年期障害』です。

【更年期障害のさまざまな症状】※症状の程度には個人差があります。

　 ・のぼせ　・ほてり　・発汗　・疲れやすい　・冷え

　 ・頭痛　・めまい　・動悸、息切れ　・肩こり　・イライラ

　 ・疲労感　・不眠　・不安感　・血圧の変化　など

【何科を受診すればいいの】

　症状によっては、身近な内科や耳鼻科に行きがち、原因

は女性ホルモンの減少が考えられるため、婦人科を受診し

てみましょう。

　現在では『更年期外来』や『閉経外来』などの専門外来を設置

している病院もあるので、そこを受診するのもよいでしょう。

【更年期とこころ】

　更年期は、夫の定年や介護など、さまざまな問題を抱え

る時期でもあり、こころも不安定になりやすい時期です。

そうした環境の中では憂うつな気分が強く、眠れない、何

もする気が起こらない、動作が遅くなり口数が減るなど、

更年期のうつ病になることも少なくありません。症状自体

は一般のうつ病と同じですが、更年期のうつ病の場合には、

うつ病の治療によって更年期障害の症状が軽くなるケース

があります。

【更年期の過ごし方】

　ホルモンのバランスの崩れにより、さまざまな生活習慣病

が起こりやすくなりますが、それらを予防し、より快適に過

ごすためには、いくつかの日常生活上の工夫が必要です。

①カルシウムたっぷりのバランスのよい食事を摂りましょう

②快適な睡眠と家族や友人との会話でリラックスしましょう

③運動などでストレス解消と生活習慣病予防に努めましょう

【どこに相談すればいいの？】

相談窓口 電話番号 開設日時

市健康推進課保健係 22-1111 毎週月～金曜日

（祝日を除く）

8:30～17:15
※必要に応じ、家庭訪問もします

川内庁舎健康福祉課 42-2111

ふれあいかん（大畑地区） 34-6611

脇野沢庁舎健康福祉課 44-2111

こころの健康 だいじょうぶ？　～更年期障害～

※川内地区（３月10日）・大畑地区（３月24日）で予定

されていた『麻しん予防接種』は諸事情により実施い

たしません。
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『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

　１月８日（日）／ むつ市成人式

　１月26日（木）／ 文化財防火訓練

　１月29日（日）／ 奥内歌舞伎新春公演

　１月29日（日）／ 脇野沢郷土芸能発表会


